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独　文　内　容　要　旨

(備考) 1.論文内容要旨結、研究の日的・方法・轟果・考串・結静の贋に忠載し、 2千事

春慶でタイプ尊で印字すること。

2.兼印の柵にほ常人しないこと。



410

m m

【考慮】我々の作成したcon鵬は、プロデオダリカンに音み、コラーゲンtlを多く含み、

コラーゲンIの乏しい性質を示した。これほ、硝子軟骨の性質と一致していた。また、作製

した硝子軟骨樺軌織は、ブイプロネタチンの弗溝に富んでおり、周囲観練との良好な接着聴

カを示唆しており、移植に適した軟骨株組織が作製されたと考えられた。また、この移植組

経は、餌affold一触eであるため、餌曲dを月いた寄合に生じる異物反応などの程々の問題が

生じ無いという利点も有している。このconstructを用いた血vivo実験では、一般に白熊修

復に重要な復割を果たすと音われる骨髄由来細胞の供給が乏しく、修復が困難であるとき

る軟骨欠馳こおいて、良好な修復が確輸された.一方、比戦的僻されやすいとされる骨軟

骨欠塩においては,移棚綿々に消過し、最後に結構失して、欠挽細に不完全な修復し

か私められなかった.欠榊に占めるconstructの朝食の他、 cons加七を発会していると

考えられる朗卸練の供給状態、欠境下細の骨髄よりもたらされる細胞や増殖因子などの雑牲

園子の供給丑、静椎綿とそれを取り囲む周囲放線との細胞間連絡状況などといった要因

が、 ①nstructを掃いた関節軟骨修復では鼻翼な律動を鼻たしていると考えられる。また、洗

い軟骨欠娘の修復の掛こ閉居となる移植親灘の安定性についても、今回作製したco舶truC

結良好な挽替佐を有しているため、脱啓することなく、良好な閑希軟骨修復が得られたと考

えられる.本研究の長期成膜の評価とともに理想的な軟骨修復条件の改定が今後の耳題であ

る。

t碑輸】今回、我々がウサギ関節軟骨より作製したBC曲Id・缶ee car由age-like constru虎肢、

血嘘狩で硝子軟骨樺紅細魚を示し、この曲織を用いた関節軟骨修復血血実験では、一

的に修復されにくいとされる軟骨欠親において、良好な欠揖修復を示した。
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学位論文審査の結果の要旨

整理番号 410

論文審査委員

氏　名 尾田　和広

(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600 字以内で作成のこと。 )

ウサギ軟骨細胞よりscaffold-free cartilage-like construct (以下SFC)を作製し、 SFCの)'D

vitroでの軟骨様移植組織としての適正と、血vI印で軟骨欠損(浅い欠損)および骨軟骨欠損

(深い欠損)修復へ適応した際の有用性について検討を行い、以下の点を明らかにした。

i.高濃度培養で作製したSFCの染色性は、関節軟骨(硝子軟骨)と同様の染色性を示した。

しかし、組織構造は、本来の軟骨基質が豊富なLJg状構造とは違い、ぴまん性に細胞が密

な構造を示した。また、 SFC表層のフイプロネタチン(接着因子)の強い発現が、移植

した際のSFCの早期脱落を防ぐと考えられた。

2. SFCを用いることにより、一般に修復一されにくいとされる軟骨欠損において.良好な修

復を認めた。一方、修復されやすいと考えられる骨軟骨欠損では、 SPCは早期に哨失し

てしまい,自然修復と変わらない経過を示した。

3.修復組織の機能的評価がないこと、骨軟骨欠損でSFCが消失した原因の解明、さらに同

種移植ではなく自家移植を行った場合はどのような結果が得られるか、などの検討訳題

が残った。

本論文は、修復されにくい軟骨欠損において、 SFCにより良好な修復状態が得られることを

示した点で、新しい知見を与えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け

合格したので、博士(医学)の学位論文に値するものと認められた。

(総字数599字)

(平成26年9月2日)


